
レンジ小判弁当(電子レンジ対応曲物）取扱説明書  
 
冷めたご飯でもこの器に入れて電子レンジで温めれば、ご飯に木の香りがうつり、  
もっちりとしたとてもおいしいご飯になります。  
素材は全て木曽の天然木。蓋板、底板は木曽サワラ、側板は木曽ヒノキを使って  
作られています。表面塗装など一切しておりません。  
また、洗浄のしやすさや強度を考慮して、合わせ目を桜の皮で縫っておりません。  
 

～ご使用方法～ お使いいただく前に、必ずご一読ください。  
 
・必ず軽く水洗いをしてから お使い下さい。  
・炊きたての熱いご飯を入れる場合は、器に入れた後に少し冷ましてから蓋を 
 して下さい。 熱がこもって器がヒビ割れることがあります。 
・器の内側を水で少し湿らしてからご飯を入れるとくっつきにくくなります。  
・ご飯はぎゅうぎゅうに詰めずに軽めに入れたほうがよりふっくらとします。  
・ご飯を温める際は器に蓋をしたまま電子レンジに入れ、 600Wで30秒～40秒  
 程度加熱 してからお召し上がりください。  
※電子レンジにかける時間は、レンジの性能やワット数により若干異なります。  
・器を長持ちさせたい場合は中に入れる食材は白米のみでお願いいたします。 
 汁物や油分の多いおかず、味ご飯等を入れると、木に油分、出汁等が浸透し、 
 黒カビが発生する原因となります。 
 匂いの強いおかずや色の付いたものを入れると木に色や香りが移って 
 取れなくなりますので、白米以外を入れるのはお勧めしません。  

●ご使用後のお手入れ方法  
 
・使用後はできるだけ早く、薄めた食器用洗剤とスポンジ等を使ってぬるま湯で洗って  
 ください。原液の食器用洗剤で洗うと、レンジに入れた際に洗剤泡が発生したり、  
 器に洗剤の香りが残る原因となります。  
※洗剤の香りが残る場合が有りますので、気になる方は洗剤は使用しないでください。 
・洗い終わったら乾いた布巾で水気を拭き取り、蓋を閉めた状態で600Wの電子レンジで2
～30秒程度加熱し、蓋を開けて乾くまで日陰干してください。  
※直射日光に当てると傷む原因になりますので、必ず日陰干しをしてください。 
・ご飯が固着してとれない場合、ぬるま湯に1時間程度つけ置き、ふやかしてから  
 スポンジ等で軽く擦って落としてください。  
※つけおきしすぎると木が傷みますので、お気を付け下さい。 
・かびが出てしまった場合は紙やすりで削って取るのが一番清潔ですが、木が薄くなっ
たり傷ついたりするので、ご自身の判断でなさってください。 
※あまりに多くカビが出てしまった場合は衛生的な面から買い替えをお勧めいたします。 
 カビの匂いが食材に移ることもあります。 

★ご注意！ こんな場合があります。  
・加熱によって蓋が反る場合がありますが、冷えれば元に戻ります。  
・塩分を含むご飯（味ご飯や赤飯など）の場合は加熱されやすいので、 
 電子レンジの加熱時間を少なめに 設定して下さい。  
※熱が入りすぎて木が傷む可能性があります。 
・器の底裏面が水等で濡れたままレンジで加熱すると、器が焦げる場合があります。 
 必ず水分を拭ってから加熱して下さい。  
・合わせ目部分や木口がささくれる場合があります。ささくれた箇所は#400～#600の 
 ペーパーヤスリでささくれに逆らわないように研磨してお使いください。 
 布で拭いたりスポンジで洗う場合にもささくれにご注意ください。 
 また、ささくれによる怪我にご注意ください。  

 
★必ず定期的にご使用ください 
・使用せず保管しておいても木が傷んでいきます。乾燥して割れたり、ヤニが出てベタ
ベタしてとれなくなったり、結局使用できなくなってしまう場合が有ります。使わずに壊
れてしまうともったいないので、ぜひ毎日ご使用ください。 
・木の器は本来定期的に買い換えながら使用していくものです。新しい木は呼吸をして
います。その呼吸により水分調節がなされご飯がおいしくなります。木が古くなると息
をしなくなり水分調節の能力が失われます。特に白木の場合はカビが出て木の繊維が
傷み、腐ってきます。汚れやすくなり衛生的に問題も出ます。木の良い香りも消えて、カ
ビの匂いになっていきます。そうなる前に、新しいものに買い替えて気持ちよくご使用
いただくのが製作者としての願いです。 
 

★修理はできません 
・白木は生の木をそのままご使用いただいている状態ですので、大変傷みやすいです。
修理についてのお問い合わせもありますが、基本的には修理はできません。 
カビが出たり、変色したり、変形したり、ひび割れたりしたものは直りません。 
特にカビが入ってしまったものは健康被害の可能性がありますので使用をやめてくだ
さい。木製品は永遠ではありません。生きているので寿命があります。それは、漆やウレ
タン、オイルフィニッシュの漆器などの商品についても同じです。 
 

＜商品開発製作所＞  
〒399-6303 長野県塩尻市大字奈良井837-80-5  花野屋商店国道本店  
TEL：0264-34-3708  
E-mailまたはFAXでのお問い合わせも承っております。  
E-mail ：info@hananoya.jp    FAX：0264-34-3709 

 
●材料表示  
・側板：木曽ヒノキ／蓋板・底板：木曽サワラ／塗装：無塗装  
・接合部に使用されている糊 ： フランクリン社製タイトボンドⅢ  
米国食品薬品局（FDA）認可で、直接食材が触れるまな板、木の器、お子さまのおもちゃや 
キッズ家具にも広く使用されている安全なボンドです。  
また、米国耐水性基準ANSI/HPVAにおいて最高クラスの耐水強度を誇り、溶け出したりしません。  


